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一
般
会
計

平
成
25
年
度 

決
算
の
状
況

（
注
　
金
額
に
つ
い
て
は
四
捨
五
入
の
都
合
上
、合
計
金
額
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

平
成
25
年
度
の
東
御
市
に
お
け
る
一
般
・

特
別
・
企
業
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
決
算
が
、

市
議
会
第
3
回
定
例
会
に
お
い
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳

入
総
額
１
９
７
億
５
３
５
９
万
円
、
歳

出
総
額
１
９
０
億
５
３
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
一
般
会
計
を
中
心
に
決
算
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

用
語
の
説
明

歳
　
　
入　

年
度
内
に
入
っ
て
き
た
お
金
。

歳
　
　
出　

年
度
内
に
使
っ
た
お
金
。

自
主
財
源　

市
が
独
自
に
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
お
金
。
市
民
税
、

固
定
資
産
税
、
使
用
料
や
手

数
料
な
ど
。

依
存
財
源　

国
や
県
な
ど
か
ら
入
っ
て
く

る
お
金
。
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
、
地
方
交
付
税
、
地

方
譲
与
税
、
自
動
車
取
得
税

交
付
金
、
市
債
な
ど
。

国
県
支
出
金	

特
定
の
事
業
の
財
源
と
し
て
、

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お

金
。

市
　
　
債　

市
が
大
き
な
建
設
事
業
を
行

う
た
め
に
、
国
や
銀
行
な
ど

か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
借
り

る
お
金
。

自主
財源
31.9％依存

財源
68.1％

20.3％

27.9％

24.1％

13.2％ 2.0％
0.9％

3.5％
2.6％

2.5％

0.8％
2.2％

歳　入 197億5,359万円197億5,359万円
　歳入を構成比でみると、市税などの自主財源は31.9％、国や県の補助金などの依存
財源は68.1％となりました。

分担金及び負担金
使用料及び手数料
（市営住宅使用料や施設
入居者の負担金など）
5億1,586万円

諸収入
（貸付金元利収入など）
4億3,154万円

財産収入寄付金
（土地貸付収入やふるさと
寄付金など）
1億5,389万円

市債
（市の借入金）
55億890万円

繰越金
（前年度からの繰越金）
4億9,988万円

繰入金
（各基金から取り崩
して一般会計に繰
り入れたお金）
6億8,916万円

地方譲与税
（国から地方に譲与される税金）
1億7,182万円

交付金
（地方消費税や地方
特例交付金など）
4億767万円

国県支出金
（国や県からの補助金など）
26億411万円

市税
（固定資産税や市民税、
都市計画税など）
40億1,682万円

地方交付税
（各市町村が標準的な
行政サービスを提供で
きるよう、一定の基準
により国が交付する税）
47億5,394万円

固定資産税
62,254円市民税

49,595円

市たばこ税
7,332円

都市計画税
7,071円

軽自動車税
2,591円

入湯税
115円

※市民1人当たりの金額は、平成26年₄月₁日
現在の人口30,997人で算出しました。

　（次頁の市民₁人当たりに使われたお金も同様）

市民₁人当たりが納めた市税

合計
128,958円
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会　　計　　名 歳入（収入） 歳出（支出）
国民健康保険
介護保険
地域改善地区住宅
改修資金等貸付事業
工業地域開発事業

後期高齢者医療

水道事業

下水道事業

病院事業

収益的

資本的

収益的

資本的

収益的

資本的

34億0,029
26億4,250

429

0
2億5,467
6億3,419
2,097

12億2,604
2億9,918
18億7,576
1億7,286

31億7,346
26億1,945

1,446

0
2億4,668
5億8,171
3億9,652
10億9,498
9億1,232
19億2,112
2億9,271

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

歳　出 190億530万円190億530万円
　歳出のトップは民生費で全体の25.5％を占めました。第 2位は総務費の16.6％、第３位は諸支出金の16.5％と
なっています。

※歳出の中に含まれている人件費は
　18億8,676万円です。

25.5％

16.6％

16.5％

9.3％

7.1％

6.8％

6.2％

5.6％

2.8％

2.7％
0.8％
0.1％ 民生費

（社会福祉などに）
48億3,877万円

総務費
（市民生活や市の管理
などに）
31億6,405万円

諸支出金
（東御市土地開発公社
債務代位弁済金）
31億3,910万円土木費

（道路や河川などの整備に）
17億6,908万円

公債費
（市債などの償還金などに） 
13億4,956万円

商工費
（商工業振興のための
支援や観光振興などに）
12億8,849万円

衛生費
（保健医療や生活環境
などに）
11億8,542万円

議会費
（議会の運営などに）
1億4,289万円

消防費
（消防・防災対策などに）
5億852万円

農林水産業費
（農林業の振興を図る
ための支援などに）
5億3,594万円

教育費
（学校整備や社会
教育などに）
10億6,329万円

災害復旧費
（災害が発生した時に道路等の
復旧などに）
2,019万円

※公営企業会計は消費税を含みません。

（単位：万円）

市民1人当たりに使われたお金
特別会計等の決算額 議会費 4,610円 

総務費
102,076円

民生費
156,105円

衛生費
38,243円商工費

41,568円

教育費
34,303円

公債費
43,538円

災害復旧費
651円 諸支出金

101,271円

土木費
57,073円

消防費
16,405円

農林水産業費 17,290円

国や県からの補助金などを活用して、市民１人当
たりの市税収入（128,958円）の4.7倍以上の行
政サービス（支出）を提供しました。

合計
613,133円
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こんな事業に取り組みました
（金額が大きいもの、特徴的なもの）

●総務費
　庁舎施設整備事業費.............................................................................8億5,561万円
　とうみケーブルテレビ伝送路光ケーブル化事業費...........3億2,795万円

●民生費
　保育園建設事業費................................................................................11億7,117万円
　児童手当費・児童扶養手当費........................................................6億5,949万円
　障害者自立支援介護給付費.............................................................4億7,226万円

●衛生費
　焼却場等運営広域負担金（上田地域広域連合・　川西保健衛生施設組合）..........................2億1,094万円
　ごみ分別収集費................................................................................................9,525万円

●農林水産業費
　農地事務諸経費（土地改良区補助金等）...............................1億0,760万円
　中山間地域等直接支払制度費........................................................1億0,200万円

●商工費
　商工振興事業費（土地開発公社先行取得用地買戻費）........4億5,957万円
　海野宿観光対策事業費........................................................................2億5,092万円
　中小企業振興事務費.............................................................................2億3,108万円

●土木費
　社会資本整備総合交付金事業（海野地区・　　

県地区整備事業）.........................2億6,393万円
　道路維持管理費........................................................................................1億5,489万円

●消防費
　上田地域広域連合負担金（常備消防に関するもの）....3億5,367万円

●教育費
　小学校費........................................................................................................1億9,911万円
　中学校費........................................................................................................1億0,979万円

●諸支出金
　東御市土地開発公社債務代位弁済金.....................................31億3,910万円

年度 一般会計 特別会計 公営企業会計 計

21

22

23

24

25

138億7,845

142億2,190

149億6,241

167億1,636

210億5,021

1,497

1,264

1,020

837

655

212億0,613

202億8,829

193億7,942

182億3,430

171億4,195

350億9,955

345億2,283

343億5,203

349億5,903

381億9,871

年度 一般会計 特別会計

21

22

23

24

25

計

45億3,589

52億3,007

64億1,438

66億2,826

70億1,571

4億2,451

4億6,539

4億4,278

4億4,356

4億2,488

49億6,040

56億9,546

68億5,716

70億7,182

74億4,059

■市債残高の推移 ■積立基金の推移（単位：万円） （単位：万円）

▲増改築工事を終えた
　中央公民館

▲完成した和保育園新園舎

▲工事が続く海野バイパス
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◆収入　537万円(197億5,359万円) ◆支出　517万円(190億530万円)

人件費

物件費、補助費等（旅費、消耗
品費、燃料費、委託料、補助金
などにかかるお金）
扶助費（高齢者や障が
い者、子どもの福祉な
どにかかるお金）
普通建設事業費、維持補修費
（道路や学校など施設の新増
設や補修にかかるお金）

繰出金（一般会計から
他会計へ支出するお金）

公債費（市債の元金及び利
子の支払いにかかるお金）

積立金など（基金に積
み立てるお金）

9.9％

41.4％

9.3％

21.7％

4.8％

7.1％

5.8％

100.0％

市　の　財　政 割　合

※「厚生労働省　平成25年国民生活基礎調査」の１世帯当たり
　の平均所得金額を参考にしました。

市　税

負担金や使用料など

国や県から交付される
お金

貯金の取崩
し

繰入金（特別会計や基
金から受け入れるお金）

市債（市が長期間借り
入れるお金）

繰越金

給　料

副収入

銀行などか
らの借入れ

前年度の黒
字分

父母からの
援助

109万円

30万円

216万円

19万円

150万円

13万円

537万円合　　　　　計

20.3％

5.6％

40.2％

3.5％

27.9％

2.5％

100.0％

市　の　財　政 家　　計　　簿 割　合

合　　　　　計

食　費

光熱水費、日
用品購入など
の生活費

医療介護費

自宅の増改
築、補修費

子どもへの
仕送り

借金の返済

貯　金

51万円

214万円

48万円

112万円

25万円

37万円

30万円

517万円

家　　計　　簿

東御市の財政状況を、家計簿に例えてみました

全会計において適正運営状況を維持（健全化判断比率と資金不足比率）

次年度への繰越金（収入－支出）２0万円

　平成 25年度の一般会計歳入決算額（197 億 5,359 万円）を年収 537 万円※として、これを基準に各科目を一般
家庭の項目に置き換えたものです。市の決算には様々な種類の歳入や歳出があり、一般的な家計簿とは内容が異なり
ます。例えば「人件費」は、経常的な必要経費として「食費」に置き換えました。目安としてご覧ください。

　平成 25 年度決算に基づき算定を行った
健全化判断比率と各公営企業の資金不足比
率についてお知らせします（地方公共団体
の財政の健全化に関する法律第 3条第 1項
及び同法第22条第 1項の規定による公表）。
　市の数値は、いずれも地方公共団体の財
政の健全性を示す早期健全化基準以下で
あり、適正な財政運営といえます。今後も、
健全財政を維持しながら、より効果的かつ
効率的な財政運営に努めていきます。
　なお、これらの情報は市ホームページ
（http://www.city.tomi.nagano.jp/）でもご
覧いただけます。

　収入は給料と副収入を合わせて139 万円です。支出は食費・生活費や借金の返済で302 万円、自宅の増改築な
どに112 万円、その他医療介護費などを合わせて合計 517 万円かかりました。給料（市税）などではまかないきれ
ずに、父母（国や県）からの援助や銀行などからの借入れも行い、家計を成り立たせている状況です。

●問い合わせ先
　企画財政課　財政係
　☎ 64－５901

健全化判断比率（速報値）	 （単位：％）

指　　　標 東御市の数値 早期健全化基準

実質赤字比率 一般会計等の赤字の割合
赤字がないの
で該当なし

013.48

連 結 実 質
赤 字 比 率

一般会計や公営企業会計を
合わせた市全体の赤字額 018.48

実質公債費比率
市税等の年間収入のう
ち年間の借金返済額等
が占める割合

09.0 025.00

将来負担比率

市全体の借金等が市税等
の年間収入の何年分にあた
るのかを表す指標（100％
が1年分にあたります）

62.5 350.00

資金不足比率（公営企業会計の資金に不足が生じているかを表す指標）	 （単位：％）
会　計　名 東御市の数値 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計
赤字がないの
で該当なし 020.0下 水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計
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海
野
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

歴
史
的
な
た
ず
ま
い
の
継
承
と
、居
住
環
境・観
光
施
設
の
再
整
備
に
よ
る
地
区
活
性
化

　
市
で
は
、
海
野
地
区
に
お
い
て
歴
史
的
街
並
み
の
保
存
・
活

用
な
ど
を
図
る
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら
5
カ
年
に
わ
た
り
、

国
の
交
付
金
事
業
で
あ
る
「
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
」
を
利

用
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
今
年
度
は
、
今
ま
で
の
事
業
成

果
や
目
標
の
達
成
状
況
な
ど
を
検
証
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
て
る
た
め
の
「
事
後
評
価
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▲うんのわ

▲田中西海野線舗装整備事業

　「
海
野
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
」
の
事
後
評
価
原
案
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
縦
覧
期
間
を
設
け
ま
し
た
。
こ
の
原

案
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
関
す
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
東
御
市
都
市
再
生

整
備
計
画
事
業
評
価
委
員
会
へ
提
出
し
、
個
別
に
は
回
答
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
都
市
計
画
係
　
☎
64
― 

５
９
１
４

　
*kensetsu@

city.tom
i.nagano.jp

事
後
評
価
原
案
の
縦
覧
と
意
見
募
集

◦
縦
覧
場
所
　
東
御
市
役
所
建
設
課
（
市
役
所
別
館
3
階
）

　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
縦
覧
可

◦
縦
覧
期
間
　
平
成
26
年
10
月
21
日（
火
）～
11
月
4
日（
火
）

　
※
来
庁
に
よ
る
縦
覧
は
開
庁
時
間
内
に
限
り
ま
す
。

■
事
後
評
価
原
案
の
縦
覧

◦
募
集
期
間
　
右
記
の
縦
覧
期
間
と
同
じ

◦
提
出
方
法

　
　
意
見
、
住
所
、
氏
名
を
記
載
し
た
書
面
（
様
式
は
任
意
）

を
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
意
見
募
集
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◆海野バイパス新設事業

◆西海野歩道整備事業
◆西海野北側排水路整備事業
◆西海野街路灯整備事業

◆海野宿看板整備事業（区域内4基実施）

◆田中30号線整備事業

◆海野駐車場整備事業

◆海野宿西側排水路整備事業

◆市道田中・西海野線舗装整備事業

うんのわ（重要文化財建造物等公開活用事業）

本海野水路新設工事

なつかしの玩具展示館
（旧宮下家整備事業）

文化財整備研究事業(看板修繕)

都市再生整備計画区域 実施中の事業 都市再生整備計画事業とは別に、
区域内で実施した関連事業

▲本海野水路新設工事

▲西海野北側排水路整備事業

▲海野宿西側排水路整備事業

▲西海野歩道整備事業

▲海野宿看板整備事業

▲西海野街路灯整備事業
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9
月
13
日
、「
御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ

く
り
協
議
会
」
の
設
立
総
会
が
北
御
牧
公

民
館
で
開
か
れ
、
北
御
牧
地
区
の
地
域
づ

く
り
を
担
う
新
た
な
組
織
が
発
足
し
ま
し

た
。

　

同
協
議
会
は
、
地
区
内
の
既
存
の
団
体

が
行
っ
て
き
た
事
業
を
継
承
し
つ
つ
も
、

そ
の
効
率
化
を
図
る
ね
ら
い
か
ら
、
同
地

区
の
活
性
化
研
究
委
員
会
と
生
涯
学
習
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
再
編
さ
せ
、
さ

ら
に
区
や
分
館
を
含
む
約
80
団
体
が
加
わ

る
か
た
ち
で
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
構
成
員
同
士
が
互
い
に
連
携
で
き
る

体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、組
織
内
に
は「
青
少
年
育
成
」「
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
」「
産
業
経
済
」「
生
活
環
境
」

の
4
つ
の
専
門
部
会
と
、
企
画
・
広
報
を

担
当
す
る
「
地
域
づ
く
り
部
会
」
が
設
置

さ
れ
、
活
性
化
研
究
委
員
会
や
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
行
っ
て
き
た

事
業
を
継
承
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
区
の

将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
事
業
も
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

　

総
会
で
は
、
協
議
会
の
目
的
や
役
員
の

任
期
な
ど
を
定
め
た
規
約
や
、
将
来
を
担

う
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
特
産
品
の

直
売
施
設
の
整
備
に
向
け
た
調
査
研
究
、

か
わ
ら
版
の
発
行
な
ど
の
事
業
が
盛
り
込

ま
れ
た
平
成
26
年
度
事
業
計
画
案
と
予
算

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
長
に

は
水み
ず

科し
な

勝ま
さ

吉よ
し

さ
ん
（
御
牧
原
北
部
）
が
選

出
さ
れ
、「
こ
の
会
は
こ
れ
か
ら
が
出
発
。

地
区
の
住
民
皆
が
会
員
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

祢
津
地
区
で
は
、「
祢
津
地
区
地
域
づ

く
り
研
究
委
員
会
」（
栁や

な
ぎ
さ
わ澤

佑ゆ
う

三ぞ
う

委
員
長
）

が
、
こ
れ
ま
で
に
15
回
の
会
議
を
行
い
、

地
区
内
の
住
民
や
各
種
団
体
の
連
携
に
よ

り
、
地
域
課
題
の
解
決
と
、
地
区
の
夢
や

将
来
像
を
見
据
え
た
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む
体
制
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
今
月
7
日
に
地
区
を
総
括
す
る
新

た
な
組
織
を
発
足
さ
せ
る
た
め
の
設
立
総

会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
組
織
は
、
地
区
内
の
住
民
を
会

員
と
し
、
3
つ
専
門
部
会
（
生
活
福
祉
部

会
、
産
業
経
済
部
会
、
教
育
文
化
部
会
）

に
参
画
す
る
、
P
T
A
、
育
成
会
、
分
館

長
会
、
民
生
児
童
委
員
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、

消
防
団
な
ど
約
30
団
体
で
構
成
さ
れ
る
予

定
で
す
。

新
た
な
る
地
域
の
創
生
へ

～
小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
⑧
～

●
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
づ
く
り
支
援
室

　
☎
71

－

６
７
９
０

　
市
で
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
、
小
学
校
区
を
単
位
と
す
る
従
来

か
ら
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
区
域
に
お
い

て
、
区
を
越
え
た
連
携
に
よ
り
、
い
つ
ま

で
も
元
気
で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

住
民
自
ら
が
担
う
「
小
学
校
区
単
位
の
地

域
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
北
御
牧
地
区
で
発
足
し
た
地

域
づ
く
り
組
織
と
、
組
織
の
立
ち
上
げ
に

向
け
て
準
備
を
進
め
る
祢
津
地
区
の
進
捗

状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り
協
議
会

が
発
足

北
御
牧
地
区

今
月
７
日 

地
域
づ
く
り
組
織
発
足
へ

祢
津
地
区

▲御牧ふれあいの郷づくり協議会設立総会

御牧ふれあいの郷づくり協議会の概要

目
　
　
的

北御牧地区の住民と関係する各種団体等と
が連携し、自主的・主体的に地域づくりを行
うことで、健康で明るく豊かな活力ある住み
よい地域社会をつくりあげていくことを目的
とする。

位
置
付
け

◦地区内の機関、団体の連携や調整を行う
場
◦地区に係る課題を解決し、また意見を集
約する場
◦行政との協働事業の検討や事業を実施す
る場

構
成
員

◦地区の住民
◦地区の各種団体（区・分館及び賛同する
地域団体）

組
織
構
成

代議員会（決議機関）、理事会（役員会）、
専門部会（事業推進部門）、地域づくり部会
（企画・広報部門）

役 

員

会長 1名、副会長 2名、会計 1 名、事務
局長 1名、理事 15名以内、監事 2名、顧
問若干名
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は
狭
く
、
接
触
事
故
等
が
心
配
さ
れ
、
大

変
危
険
な
状
態
で
す
。
そ
の
た
め
、
安
心

し
て
通
れ
る
よ
う
、
道
路
の
拡
幅
を
お
願

い
し
ま
す
。　

市
と
地
元
で
組
織
し
て
い

る
主
要
地
方
道
東
御
嬬
恋
線

改
良
促
進
期
成
同
盟
で
は
路
肩
の
拡
幅
な

ど
を
県
へ
要
望
し
、
Ｕ
字
溝
の
入
替
え
工

事
な
ど
を
進
め
な
が
ら
歩
行
者
の
安
全
対

策
を
図
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
牧
家
方
面
か
ら
滋
野
駅
前
交
差

点
へ
向
う
市
道
常
田
・
桜
井
線
の
電
柱
が

通
行
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

電
柱
3
本
を
西
沢
川
と
の
敷
地
境
界
付
近

ま
で
移
設
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
東
御
嬬
恋
線
に
つ
い
て
、

牧
家
方
面
か
ら
滋
野
駅
へ
向

か
う
際
に
、
朝
は
通
勤
車
両
、
学
生
の
バ

イ
ク
・
自
転
車
・
歩
行
者
で
混
み
合
い
、

特
に
片
羽
方
面
か
ら
交
差
す
る
道
路
北
側

市
政
へ
の
提
言“
私
の
ひ
と
こ
と
”

平
成
26
年
７
月
実
施
分

　「
市
政
へ
の
提
言
〝
私
の
ひ
と
こ
と
〟」
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
市
政
に
対
す
る
ご
意

見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
15
件
の
投
書
を
い
た
だ
い
た
中
か
ら
1
つ
の
ご
提
言
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
紙

面
の
都
合
に
よ
り
、
文
章
を
要
約
し
た
り
文
言
を
一
部
修
正
し
た
り
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
い
た
だ
い
た
ご
提
言
は
、
今
後
の
市
政
運
営
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
財
政
課
　
企
画
政
策
係

　
☎
64

－

５
８
９
３

提
言

回
答

太陽光発電事業等
10ｋW以上は届出を！
　東御市環境をよくする条例施行規則の改正に
伴い、10月1日から太陽光等の再生可能エネル
ギーを利用した10kW以上の発電施設（地上設
置施設）を新たに建設する場合は、市への届出
が必要になりました。
　新たな発電施設の建設を計画されている方は、
必ず事業に着手する前に市民課生活環境係へ届
出をお願いします。
※条例及び施行規則の詳細については、市ホー
ムページでご確認ください。
●問い合わせ先
　市民課　生活環境係　☎ 64 － ５896

さ
れ
、
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
議
案
及
び
請
願
陳
情
等
の
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

市
が
上
程
し
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
可

決
及
び
承
認
が
さ
れ
、
25
日
に
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
審
議
結
果
等
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
発
行
の
「
市

議
会
だ
よ
り
」
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

市
議
会
第
3
回
定
例
会
が
9
月
2
日
開

会
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、平
成
25
年
度
の
一
般
・

特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
認
定
の
ほ
か
、
平
成
26
年
度
の
各

会
計
の
補
正
予
算
案
3
件
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案
3
件
、
そ
の
他
の
議

案
と
合
わ
せ
20
議
案
を
上
程
し
ま
し
た
。

　

10
日
と
12
日
に
は
、
9
名
の
議
員
が
市

政
運
営
等
に
つ
い
て
の
個
人
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　

16
日
に
は
総
括
質
疑
・
委
員
会
付
託
が

●
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局
　
☎
64

－

５
８
１
０

市
議
会
第
3
回
定
例
会

　
平
成
25
年
度
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
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法人市民税・軽自動車税の
税率改正のお知らせ

法人市民税の法人税割税率を
改正しました

　「地方法人税」（国税）が
創設されたことなどに伴い、
法人市民税の「法人税割」
の税率を 10.9％に引き下
げました（改正前 14.7％）。
　この新しい税率は、平成 26 年 10 月 1 日以
後に開始する事業年度からの適用となります。

　平成 26年 3月 31 日に公布された地方税法の一部改正に伴い、軽自動車など
に関する市税条例の一部を改正しました。
　これにより、平成27年度からの軽自動車税の税率は表1・2のとおりとなります。

軽自動車税の税率を改正しました

●問い合わせ先　税務課　住民税係　☎ 62 －1111（代表）

（注₁）	平成27年₄月₁日以降に新規登録する車両から新税率が適用されます。
（注₂）	平成27年₃月31日までに新規登録した車両は、登録後13年まで現行税率が適用されます。
（注₃）	初めて車両番号の指定を受けた月から13年を経過した車両（電気自動車等を除く）は、平成28年度から経年重課の税率が適

用されます。

（表₂） 三輪及び四輪以上の軽自動車の税率

車　　種
現行の税率（注1）

（平成27年₃月31日までの登録車）
新税率（注2）

（平成27年₄月₁日以降の登録車）
重課税率（注3）

（登録後13年超の車両）
※平成28年度から

軽
自
動
車

三　　輪 3 , 1 0 0円 3 , 9 0 0円 4 , 6 0 0円
四輪乗用（営業用） 5 , 5 0 0円 6 , 9 0 0円 8 , 2 0 0円
四輪乗用（自家用） 7 , 2 0 0円 1 0 , 8 0 0円 1 2 , 9 0 0円
四輪貨物（営業用） 3 , 0 0 0円 3 , 8 0 0円 4 , 5 0 0円
四輪貨物（自家用） 4 , 0 0 0円 5 , 0 0 0円 6 , 0 0 0円

（表₁）原動機付自転車及び二輪車等の税率
車　　種 現行の税率（平成26年度まで） 新税率（平成27年度以降）

原動機付自転車

50cc以下 1 , 0 0 0円 2 , 0 0 0円
50cc超～90cc以下 1 , 2 0 0円 2 , 0 0 0円
90cc超～125cc以下 1 , 6 0 0円 2 , 4 0 0円
ミニカー 2 , 5 0 0円 3 , 7 0 0円

小型特殊自動車
農耕作業用（トラクター等） 1 , 6 0 0円 2 , 4 0 0円
その他（フォークリフト等） 4 , 7 0 0円 5 , 9 0 0円

軽自動車
二輪（125cc超～250cc以下） 2 , 4 0 0円 3 , 6 0 0円
雪上車 2 , 4 0 0円 3 , 6 0 0円

二輪の小型自動車 250cc超 4 , 0 0 0円 6 , 0 0 0円

●法人市民税の法人税割

●改正に伴う、初年度の予定申告に係る経過措置
　平成 26 年 10 月 1 日以降に開始する最初の事業年度の予
定申告額について、法人税割額は以下のとおりとなります。	

前事業年度の法人税割額×4.7／前事業年度月数

平成26年₉月30日までに開始した事業年度

平成26年10月₁日以後に開始する事業年度

14.7％
10.9％
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テ
レ
ビ
は
、
家
庭
内
に
お
い
て
電
力
消

費
量
が
3
番
目
に
多
い
家
電
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
購
入
の
際
は
、
消
費
電
力
が
少

な
い
液
晶
テ
レ
ビ
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

視
聴
時
は
、
消
費
電
力
を
抑
え
る
「
省

エ
ネ
モ
ー
ド
」
に
設
定
し
、
音
量
も
控
え

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
必
要
な
時
以
外
は
、
ス
イ
ッ
チ

を
オ
フ
に
し
ま
し
ょ
う
。
待
機
電
力
を
減

ら
す
に
は
、
ス

イ
ッ
チ
付
き
の
コ

ン
セ
ン
ト
を
利

用
す
る
と
便
利

で
す
。

　

市
で
は
、
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
く
、

資
源
の
枯
渇
の
心
配
が
な
い
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
促
す
た
め
、
太
陽
光
・
太

陽
熱
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
や
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
に
要
す
る
費
用

を
補
助
し
て
い
ま
す
。
設
置
を
ご
検
討
の

方
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

庫
内
の
設
定
温
度
は
「
標
準
（
中
）」

に
し
、
冷
気
が
行
き
渡
る
よ
う
に
、
詰
め

込
み
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
放
熱
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
、
冷

蔵
庫
の
上
に
物
を
置
い
た
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー

な
ど
を
貼
っ
た
り
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

買
い
替
え
る
場

合
は
、
省
エ
ネ
型

の
新
製
品
で
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ

た
容
量
の
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

　

照
明
器
具
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
切
り
替

え
る
こ
と
で
大
き
な
節
電
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

市
内
で
は
防
犯
灯

（
街
灯
）
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

が
進
み
、
今
年
度
中
に

ほ
ぼ
完
全
に
切
り
替
わ

る
区
も
あ
り
ま
す
。

【
補
助
金
を
活
用
す
る
際
の
注
意
事
項
】

◦
工
事
着
工
前
に
必
ず
補
助
金
の
交
付
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
者
本
人
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅

に
設
置
す
る
も
の
が
補
助
の
対
象
で
す
。

別
荘
に
設
置
す
る
も
の
は
補
助
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

低
炭
素
都
市
と
う
み
を
目
指
し
て

～
家
電
の
賢
い
使
い
方
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
～

●
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
　
生
活
環
境
係
　
☎
64

－

５
８
９
６

家
電
を
賢
く
使
お
う　

電
気
の
省
エ
ネ
豆
知
識

始
め
ま
せ
ん
か
？ 

〝
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
〟の
活
用

補助金の種類 補助金額・特記事項

住宅用太陽光
発電システム
設置補助金

●補助単価：18,000円／kW 
　※上限は90,000円（＝5kW）

●余剰電力を売買する電気事業者との系統
連系契約が必要です。なお、電力の全量買
取りについては、補助の対象外です。

住宅用太陽熱高度利用システム
設置補助金

●補助単価：30,000円／基
　※1住宅につき1基のみ補助します。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
設
置
補
助
金

薪ストーブ
※薪を燃料に使用し、2次燃焼等

により排煙を減少させる機能
を有するストーブが補助の対
象です。

●補助金額：設置費用の5分の1
　※上限は50,000円

ペレットストーブ
※ペレットを燃料に使用し、かつ

これを自動的に供給する機能
を有するストーブが補助の対
象です。

●補助金額：設置費用の5分の1
　※上限は50,000円

●交付条件
◦長野県内に事業所または代理店を有する者

から購入すること。
◦長野県内において製造・販売されるペレット
（県産間伐材を利用したもの）を、3年以上
にわたり年間800kg以上購入する協定を締
結すること。

◦上小森林整備加速化・林業再生協議会に加
入すること。

▲テレビをつけたまま
　眠っていませんか？ ▲スイッチ付きコンセント

　で待機電力をカット

テ
レ
ビ

冷
蔵
庫

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
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月　日 発着地・滞在地等 内　　　容

7月25日（金） 東御市→
シドニー

成田空港→
シドニーへ（機内泊）

7月26日（土）

シドニー

◦シドニー市内見学（ボンダイビーチ等）
◦ホストファミリーと対面し、各家庭へ

7月27日（日） ◦ホストファミリーと過ごす

7月28日（月） ◦語学研修
◦幼稚園クラスの訪問

7月29日（火） ◦語学研修
◦オーストラリアについての学習

7月30日（水） ◦アボリジニの文化についての勉強
◦数学

7月31日（木） ◦スポーツ交流
◦日本文化の披露

8月 1日（金） ◦修了証書授与
◦フェアウェルパーティー

8月 2日（土） ◦ホストファミリーと過ごす

8月 3日（日） ◦シドニー市内見学

8月 4日（月） シドニー→
東御市 帰国

ホームステイ日程表

中
学
生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
レ
ポ
ー
ト

　
7
月
25
日
か
ら
8
月
4
日
ま
で
の
11
日
間
に
わ
た
り
、
東
部
中
学
校

2
年
生
の
生
徒
5
名
が
参
加
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事

業
（
東
御
市
・
ア
メ
リ
カ
姉
妹
都
市
友
好
協
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
事
前
学
習
会
で
日
常
会
話
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
心
得
な
ど
を
学

ん
だ
後
、
現
地
の
受
け
入
れ
校
で
英
語
の
語
学
研
修
や
授
業
に
参
加
し

な
が
ら
現
地
の
生
徒
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
東
御
市
の
中
学
生
代
表
と
し
て
参
加
し
、
言
葉
や
文
化
の
壁
を
越
え

て
、
新
た
な
自
分
と
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
5

名
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

石
いし

川
かわ

　哲
てつ

也
や

さん髙
たか

木
ぎ

　優
ゆう

さん 神
かんばやし

林　菜
な

月
づき

さん

　

僕
が
行
っ
た
学
校
で
は
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
と
い
う
ゲ
ー
ム
が
流
行
っ

　

私
は
、
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

　

私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
心
に

残
っ
た
こ
と
は
、
現
地
の
方
々
の

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
で
は
ル
ー
ル
が
少

し
複
雑
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
と
、実
際
に
や
っ
て
み
た
り
、ゆ
っ

く
り
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
学

校
の
み
ん
な
は
と
て
も
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
親
切
で
と
て
も
お
も
し
ろ

く
、
い
っ
し
ょ
に
い
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

を
つ
け
た
り
、日
本
と
は
違
う
様
々

な
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
例
え
ば
、
日
本
で
は
1
日
3

食
食
べ
ま
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
1
日
6
食
食
べ
る
と
い
っ
た

食
文
化
の
違
い
で
す
。

　

ま
た
、
現
地
の
方
々
や
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
と
て
も
優
し
く
温

か
か
っ
た
で
す
。
貴
重
な
体
験
が

で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

気
さ
く
さ
で
す
。
現
地
の
学
校
に

通
っ
て
い
た
時
、
同
じ
学
年
の
子

は
も
ち
ろ
ん
、
高
校
生
の
人
達

も
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人

達
も
と
て
も
親
切
で
、
動
物
好
き

な
私
の
た
め
に
動
物
園
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
現
地
の
方
々

の
支
え
の
お
か
げ
で
、
楽
し
い
10

日
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

　東御市・アメリカ姉妹都市友好協会では今回の中学
生ホームステイ事業や 3 月に行う高校生ホームステ
イ事業のほか、英会話教室（初級・中上級）、異文化
交流サロンなどの活動を通して、国際交流の一翼を
担っています。多くの皆様の加入をお待ちしています。

学
校
の
友
達

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
得
た
も
の

楽
し
か
っ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

あなたも国際交流の一翼を

●問い合わせ先（事務局）
　生涯学習課　生涯学習・スポーツ係　☎ 64－５885
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手
て

塚
づか

　茉
ま

佑
ゆ

さん
岩
いわ

月
つき

　遼
りょうじ

司さん
（東部中英語科教員） 山

やま　ざき

崎　乃
の　あ

愛さん

　

私
は
家
を
出
発
す
る
と
き
、
現

地
の
人
に
自
分
の
英
語
が
伝
わ
る

　

今
回
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験

　

私
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て

英
語
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
人
の

か
、
仲
良
く
で
き
る
か
と
て
も
心

配
で
し
た
。
実
際
に
話
す
と
、
単

語
で
分
か
ら
な
く
て
も
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
や
少
な
い
単
語
で
伝
え
ら

れ
、
現
地
の
学
校
の
人
達
と
も
、

す
ぐ
友
達
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
次
は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
わ

ず
に
会
話
が
出
来
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
英
語
を
勉
強
し

て
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

し
た
5
人
の
生
徒
た
ち
は
、
皆

満
足
げ
な
表
情
で
日
本
に
帰
国
し

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
自
信
の

な
い
英
語
で
も
何
と
か
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
こ
と
、
そ

し
て
外
国
の
人
と
交
流
し
、
同

年
代
の
子
ど
も
と
友
達
に
な
れ
た

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
経
た
子
ど
も
た
ち
が
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
成
長
を
遂

げ
て
い
く
の
か
、
楽
し
み
で
す
。

温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
言
葉
が
通
じ
な
く
て
す
ご

く
不
安
に
な
っ
た
時
も
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
学
校
の
皆
さ
ん
が

笑
顔
で
優
し
く
接
し
て
く
れ
て
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
、
ま

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行
き
た
い

で
す
。
こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
す

ご
く
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
て

大
切
な
思
い
出

引
率
者
の
声

シドニー

思い出の地　オーストラリア

▲「福笑い」に現地の皆さんも大盛り上がり

▲フェアウェルパーティーでリコーダーを演奏

▲オペラハウスとハーバーブリッジを背景に記念写真

▲アボリジニの道具、ブーメランを投げる

▲原始的な楽器にふれました

歴史・文化を
学習

壮大さを
実感

現地の学生と
交流

　オーストラリアの歴史
や文化を学び、先住民族
アボリジニが使っていた
道具にふれました。

　シドニーの名所
ではその壮大さに
感動しました。

　現地の皆さんに「福笑
い」や日本の音楽を紹介
し、交流を深めました。
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第
11
回
東
御
市

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品

　

今
年
で
11
回
目
を
迎
え
た
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
市

内
全
域
か
ら
26
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
鮮
や
か
に
咲
い
た
花
々
は

私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
創
意
工

夫
の
あ
る
力
作
で
、
審
査
は
専
門
家
や
花
の
講
師
な
ど
5
名
の
皆

さ
ん
に
よ
り
、
厳
正
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、今
年
の
受
賞
作
品
11
点
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　本社前の道路沿いにある花壇です。花壇中央には、東御市発足10周年を記念して、
「TOMI 10th」の文字を白と紫の花で表現しています。何種類もの花を巧みに組み合せて
おり、デザイン性に富んだ素晴らしい作品となっています。

コトヒラ工業株式会社（桜井）

　ご自宅の花壇です。きれいに手入された
多種類の花々が目を楽しませてくれます。
気持ちが明るくなるような色鮮やかな作品
です。

渡辺　照子（海善寺）

　千曲ビューライン沿いにある花壇です。
傾斜地にあるため、見せ方を工夫した配置
となっています。見る角度で様々な表情が
楽しめる存在感のある作品です。

ビューティーフラワーズ（上八重原）

優 秀 賞 ＊団体の部＊

　保育園内にある花壇です。毎日水やり
をするなど、しっかりと管理された花壇は、
枯れた花が無く、子どもたちと同様に元気
いっぱいです。

滋野保育園

優 秀 賞 ＊学校の部＊

優 秀 賞 ＊個人の部＊

＊
最
優
秀
賞
＊
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【
最
優
秀
賞
】

　

全
作
品
中
、
最
も
優
秀
な
作
品
１
点
に
贈
ら
れ
ま
す
。

【
優
秀
賞
】

　

各
部
門
、
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
作
品
１
点
に
贈
ら
れ

ま
す
。

【
入
　
賞
】

　

各
部
門
、
入
賞
と
認
め
ら
れ
た
作
品
１
点
に
贈
ら
れ

ま
す
。

【
参
加
奨
励
賞
】

　

花
壇
づ
く
り
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
努
力

さ
れ
た
作
品
に
贈
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
都
市
計
画
係
　
　
☎
64

－

５
９
１
４

海善寺北区美化推進委員会（海善寺北）

　浅間サンライン沿いにある花壇で
す。種から育てたケイトウが、今年
も見事に咲きました。多くのドライ
バーの注目の的となっています。

下村　和彦（大川）

　ご自宅の花壇です。きれいに手入
れされたプランターの花々と芝生、
それらを囲む木々が調和した心和
む作品です。

新屋百寿会（新屋）

　浅間サンライン沿いにある花壇で
す。長い区間に渡り、管理された花
壇は、サンラインを明るく鮮やかに
してくれます。

参加
奨励賞

大石、花とおじさん（大石）

　国道18号線沿いにある花壇です。
赤いサルビアを中心に放射状に配置
されています。枯れた花が無く、管
理の行き届いた鮮やかな作品です。

参加
奨励賞

和保育園
　保育園内にある花壇です。3種類
の花が元気に咲いています。駐車場
から入口にかけては、プランターの
花々が出迎えてくれます。

御牧原南部区
　区公民館の手前にある流れ星を
イメージした花壇です。特徴ある配
置と存在感で、そこを通る多くの人
たちを楽しませてくれます。

参加
奨励賞

千曲ビューラインの花（上八重原）

　千曲ビューライン沿いにある花壇
です。やさしい色を中心に構成され
た花壇は、バランスがよく、まとまり
のある素敵な作品となっています。

参加
奨励賞

入賞
団体の部

入賞
学校の部

入賞
個人の部

た
く
さ
ん
の

　
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市報とうみ（2014年10月）15



　

8
月
31
日
、
市
内
全
域
で
大
地
震
を
想

定
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
内
に
設
置
し
た
災
害
対
策
本
部

で
は
、
避
難
指
示
な
ど
の
災
害
情
報
を
、

市
防
災
訓
練
を
実
施

市
民
５
３
０
０
人
の
参
加
に
よ
り

情
報
伝
達
手
段
と
自
主
防
災
体
制
を
確
認

防
災
ラ
ジ
オ
と
緊
急
情
報
等
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
（
メ
ー
ル
配
信
＠
と
う
み
）
を

用
い
て
配
信
し
、
市
と
市
民
と
の
情
報
伝

達
手
段
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
区
に
お
い
て
は
、
自
主
防
災

体
制
の
確
認
を
目
的
に
、
区
公
民
館
等
へ

の
避
難
や
初
期
消
火
訓
練
等
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
、
総
勢
で
約
５
３
０
０
人
の
市

民
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
等
の
危
険
性
が
あ
る

島
川
原
、
布
下
、
常
満
の
3
区
で
は
、
大

雨
警
報
発
令
時
に
起
き
た
地
震
に
よ
り
土

砂
災
害
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
市
や

上
田
建
設
事
務
所
、
消
防
署
、
消
防
団
、

警
察
等
の
関
係
機
関
が
参
加
し
た
合
同
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
御
牧
乃
湯
駐
車
場
に
現
地

指
揮
本
部
と
3
区
の
広
域
避
難
所
を
開
設

し
、
住
民
の
避
難
誘
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
や
地
元
消
防
団
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
、
福
祉
施
設
利
用
者
の
避

難
支
援
や
初
期
消
火
、
土
の
う
積
み
な
ど

の
訓
練
を
実
施
し
た
ほ
か
、
消
防
署
員
に

よ
る
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
訓
練
を
行
い
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
を
確
認
し
ま

し
た
。

島
川
原
・
布
下
・
常
満

土
砂
災
害
時
の
対
応
を
確
認

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
て

▲福祉施設利用者の避難支援訓練▲水害に備えるための土のう積み訓練

▲災害情報は防災ラジオとメール配信サービスにより市民へ
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市
内
の
小
学
校
5
校
で
は
、
4
年
生
の

社
会
科
見
学
と
し
て
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
廃
棄
物
処
理
施
設
の
視
察
見

学
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
5
月
15
日
に
和
小
学
校
、
7
月

10
日
に
祢
津
小
学
校
、
同
15
日
に
田
中
小

学
校
、
9
月
17
日
に
滋
野
小
学
校
の
4
年

生
の
皆
さ
ん
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
（
北

御
牧
小
学
校
は
11
月
27
日
見
学
予
定
）。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て
見
る
ご
み

ピ
ッ
ト
な
ど
の
ご
み
処
理
施
設
の
内
部
に

興
味
を
持
っ
た
様
子
で
、
た
く
さ
ん
の
質

問
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
後
日
に

は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
自
筆
に

よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
セ
ン
タ
ー
に
届
け
て

く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ご
み
の
焼
却
や
資
源
物

の
リ
サ
イ
ク
ル
の
過
程
、
さ
ら
に
は
現
場

で
働
く
人
々
の
姿
を
実
際
に
見
る
こ
と
で
、

普
段
の
生
活
に
直
結
す
る
身
近
な
こ
と
と

し
て
認
識
し
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

見
学
さ
れ
た
4
年
生
の
皆
さ
ん
、
こ
こ

で
学
ん
だ
こ
と
は
大
人
に
な
っ
て
も
忘
れ

ず
に
、
ご
み
の
分
別
や
減
量
化
、
資
源
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

小
学
校
４
年
生
が

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
見
学▲クリーンセンターを見学する児童

▲祢津小学校₄年生の皆さんからのメッセージ
（11月₉日開催予定のくらしを見直そう展で展示します）

　8月 28 日、高地トレーニング施設誘致推進
市民会議（峯

みね

村
むら

文
ふみ

博
ひろ

会長）の委員 15名が、東
京都北区にある国立スポーツ科学センターを視
察しました。
　同センターは、国際競技力向上を目指して、
スポーツ医・科学の面からトップアスリートを
支援する最先端の機関で、市民会議の委員は低
酸素トレーニング室やメディカルセンター、宿
泊施設など見学し、トップアスリートが求める
トレーニング環境について理解を深めました。

　8月 30 日、高地トレーニング施設誘致推進
市民会議の主催で、パラリンピック競泳金メダ
リストの成

なり

田
た

真
ま

由
ゆ

美
み

さんらによるシンポジウム
が市総合福祉センターで開かれました。
　東御市湯の丸高原高地トレーニング施設検討
委員会の委員を務める成田さんは、「設計の段
階からパラリンピアンの私を検討委員に迎え入
れてくれたことはうれしかった。当事者の意見
を聞き入れて新しい建物を造ってほしい」と語
り、6年後を見据えた施設整備に期待を寄せて
いました。

東
御
市
か
ら
盛
り
上
げ
よ
う
！

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

高トレ施設誘致推進市民会議
国立スポーツ科学センターを視察

パラリンピアン　成田真由美さん
2020年東京大会への思いを語る

市報とうみ（2014年10月）17



松
まつ

橋
はし

　雄
ゆう

陽
ひ

くん（東町）
（１歳、H25.10.10生）

大
おお

槻
つき

　美
み

空
く

ちゃん（大石）
（１歳、H25.10. 5生）

山
やま

極
ぎわ

　陽
はる

斗
と

くん（海善寺北）
（１歳、H25.10.26生）

小
こばやし

林　茉
ま

歩
ほ

ちゃん（出場）
（１歳、H25.10.22生）

田
た

中
なか

　秋
しゅうや

也くん（田沢）
（１歳、H25.10.28生）

小
おがわら

川原　愛
あ

珠
じゅ

ちゃん（別府）
（１歳、H25.10.27生）

櫻
さくらい

井　結
ゆい

斗
と

くん（海善寺）
（２歳、H24.10. 5生）

吉
よし

池
いけ

　岳
たか

大
ひろ

くん（切久保）
（１歳、H25.10.31生）

青
あお

木
き

　湊
みな

音
と

くん（片羽）
（３歳、H23.10.12生）

荻
おぎ

原
はら

　颯
そう

汰
た

くん（大川）
（２歳、H24.10.29生）

宮
みやざわ

澤　一
いっせい

晟くん（新屋）
（３歳、H23.10.28生）

小
こばやし

林　湊
みな

斗
と

くん（新張）
（３歳、H23.10.16生）

　雄ちゃん誕生日おめでとう！（昔の）体育
の日にうまれてきてくれただけあって、運動
大好きで毎日汗びっしょりだね。これからも
いっぱい食べて元気もりもり雄ちゃんでいて
ね！

　みくちゃん、お誕生日おめでとう♥あっと
いう間の１年だね。パパとママにたくさんの
幸せをありがとう。これからも、いっぱい笑っ
て遊んで食べて、大きくなぁ～れ！！

　１歳のお誕生日おめでとう！はるとの笑顔
で、パパとママとお兄ちゃんは毎日幸せです。
大きくなって、早くお兄ちゃんと遊ぼうね。

　お誕生日おめでとう！まほちゃんの笑顔は、
家族みんなを幸せな気持ちにしてくれます。
素直でやさしい子に育ってね♥

　しゅうちゃん１歳のおたんじょうびおめで
とう。しゅうちゃんの笑顔に毎日パワーをも
らってるよ。明るく、元気にたくましく育っ
てね。

　１歳オメデトウ♥いない、いない、ばぁ～
♪のしぐさが大好きな愛珠♥声をあげて笑っ
たり、叫び声を出して怒ったりお兄ちゃんと
ケンカして泣いたり♥これからも、もっともっ
と色んな愛珠を見せてね

　毎日元気に笑ったり、泣いたり大忙しの結
斗。大好きな漬けものをポリポリする姿に
いやされます。２歳も楽しく過ごせますよう
に！

　たかちゃん、１歳おめでとう！！笑顔が素
敵な我が家のプリンス♥父も母も、おねえ
ちゃんも、ちいねえちゃんも、みんな、みん
なあなたのことが大好きです。

　いつも元気で妹に優しくしてくれる湊音♥
家族みんながだ～い好きだよ♥これからも
湊音の成長が楽しみ♪ピカピカの３歳♪おめ
でとう♪

　そうた君２歳のお誕生日おめでとう！ひょ
うきんでいつも周りを笑顔にしてくれるそう
た♥いつもありがとう！大好きなお姉ちゃん
と元気いっぱい大きくなってね♥

　３歳のお誕生日おめでとう♥いつまでも甘
えん坊のいっせいだけど、これからもお姉
ちゃんと仲良く元気に育ってね♥

　外で遊ぶのが大好きな湊斗★ 3 歳おめで
とう！！いつも湊斗の笑顔にみんなも笑顔に
なれるよ♥これからも、元気いっぱい大きく
なってね。

（対象者11月生まれの3 歳まで）
　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添えて、企画財政課広報担当
までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお、紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承ください。
　締め切りは、10月8日（水）必着。締め切りを過ぎたものについてはいかなる場合も受け付けられませんので、ご了承ください。

☆募集します！！☆

誕生日おめでとう！（10月生まれ）
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●
目
を
合
わ
せ
て
あ
や
し
、語
り
か
け
、ス

キ
ン
シ
ッ
プ
を
た
っ
ぷ
り
と
り
ま
し
ょ
う

●
小
学
生
に
な
っ
て
も
し
っ
か
り
抱
き
し
め

ま
し
ょ
う

●
で
き
る
だ
け
見
守
り
ま
し
ょ
う

●
で
き
た
ら
褒
め
、で
き
な
い
時
は
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
ま
し
ょ
う

●
子
ど
も
が
話
し
か
け
て
き
た
ら
、ま
ず
聴
き
ま
し
ょ
う

●
家
族
が
和
や
か
に
過
ご
し
、同
じ
方
針
で
子
ど
も
に
接
し
ま
し
ょ
う

　

最
近
で
は
、
ミ
ニ
カ
ー
を
走
ら

せ
る
よ
う
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
み
合

わ
せ
て
線
路
や
町
を
作
っ
て
、
長

時
間
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
今
月
は
東
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
遊
び
に
き
て
い
た
滋
野
地

区
の
福ふ
く

澤ざ
わ

悠は
る

貴き

く
ん
・
友ゆ

う

貴き

く
ん

の
お
母
さ
ん
に
家
庭
で
の
様
子
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

忙
し
い
中
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
の
ご
は
ん
や
お
風
呂
の
時
間
に

積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
く
れ
ま
す
。

肩
車
や
体
を
動
か
し
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
遊
び
が
大
好
き
で
す
。

　

子
ど
も
と
同
じ
目
線
に
立
っ
て
、

時
に
は
思
い
切
り
ふ
ざ
け
た
り
し

て
、楽
し
む
こ
と
で
す
。お
兄
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
料
理
を
作
る
こ
と
も

楽
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
と
寝
顔
で
癒
さ
れ
ま
す
。

親
子
で

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

家
庭
で
は
ど
ん
な
遊
び
を

し
て
い
ま
す
か
？

お
母
さ
ん
が
子
育
て
で

　
工
夫
を
し
て
い
る
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

お
父
さ
ん
は
育
児
に
ど
ん
な

か
か
わ
り
を
し
て
い
ま
す
か
？

わ
が
子
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

自
分
を
大
切
に
で
き
る
子
に

今
月
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

子
ど
も
が
生
活
や
学
習
の
基
礎
・
基
本
を
身
に
つ
け
、
自
ら
学
び
考

え
る
力
な
ど
「
生
き
抜
く
力
」
を
育
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
家
庭
、
保

育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
、
地
域
が
連
携
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

と
り
わ
け
、
子
ど
も
の
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
と
言
わ
れ
る
家
庭
に

お
け
る
保
育
ま
た
は
教
育
の
向
上
に
向
け
て
、
市
民
の
英
知
を
結
集
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
御
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
保
護
者
や
保
育
・
教

育
関
係
者
で
構
成
す
る
「
家
庭
の
教
育
力
向
上
を
図
る
委
員
会
」
を
設

置
し
、
啓
発
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
「
東
御
市
わ

が
子
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
9
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
今
月
号
か
ら
複
数
回
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。 東

御
市
家
庭
の
教
育
力
向
上
を
図
る
委
員
会

　市では、市民の互助・共助による子育て支援の
充実を図るため、子育て支援に関われる人材（子
育て支援サポーター）の養成講座を始めました。
　9月14日に中央公民館で開いた初回の講座に
は約50名が出席し、講師の信州あそびネットワー
ク代表の田

た

口
ぐち

眞
しん

嗣
じ

さんから、外遊びを通じて子
どもの社会性を養う方法などを学びました。
　本講座では今後、野外活動や専門家による講
演、ワークショップなどを行い、全講座を修了さ
れた方は「子育て支援サポーター」に登録します。

子育て支援サポーター
養成講座を始めました！

●問い合わせ先
　子育て支援課　子育て支援係
　☎ 64 － ５８１４

▲初回の講座のようす
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田
中
小
学
校
は
、
す
っ
か
り
秋

に
そ
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
回

は
、そ
ん
な
田
中
小
学
校
の
「
今
」

を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

今
年
か
ら
、
十
五
分
間
の
そ
う

じ
に
向
き
合
う
た
め
に
一
度
教
室

に
も
ど
り
、
今
日
す
る
こ
と
を
考

え
る
時
間
を
と
っ
て
、
そ
う
じ
に

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
年
生
も
そ
う
じ
に
な
れ
た
み
た

い
で
、
今
で
は
し
っ
か
り
や
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
で
、
学

校
は
い
つ
も
き
れ
い
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

十
月
は
運
動
会
が
あ
り
ま
す
。

水
泳
の
学
習
が
終
わ
り
、
し
っ
か

り
運
動
会
モ
ー
ド
に
入
っ
て
き
て

い
ま
す
。
一
年
生
は
初
の
運
動
会

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
六
年

生
は
最
後
の
運
動
会
を
全
力
で
や

り
と
げ
る
つ
も
り
で
す
。

　

田
中
小
は
ス
ポ
ー
ツ
好
き
が
多

く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
は
朝

か
ら
に
ぎ
や
か
で
す
。
学
校
の

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の
ネ
ッ
ト
が
一

つ
新
し
く
な
り
、
サ
ッ
カ
ー
を
楽

し
む
人
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
ま

す
。

　

田
中
小
学
校
は
、
元
気
で
明
る

い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
イ
イ
学
校

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
あ
い
さ
つ
に

力
を
い
れ
た
い
で
す
。

　

僕
が
所
属
し
て
い
る
部
活
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
す
。
入

部
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、

マ
ン
ガ
な
ど
の
影
響
で
し
た
。
し

年
の
先
輩
の
よ
う
に
部
を
引
っ

張
っ
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

剣
道
に
は
、
個
人
戦
だ
け
で
な

く
団
体
戦
が
あ
り
ま
す
。
団
体
戦

で
は
、
仲
間
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
僕
は
、

か
し
、
現
実
は
、
練
習
が
と
て
も

大
変
で
し
た
。

　

三
年
生
が
い
る
最
後
の
上
小
大

会
で
は
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン

バ
ー
と
し
て
出
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
時
は
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
日
々
、
練
習
を

し
て
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
な
と

思
い
ま
し
た
。
東
信
大
会
で
は
、

大
敗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ

の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
て
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
三
年
生
に
な
っ
た
ら
チ
ー

ム
全
体
を
引
っ
張
り
、
部
長
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
け
る
よ
う
活
動
し

て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
な

れ
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

僕
た
ち
剣
道
部
は
、
約
一
カ
月

後
に
新
人
戦
が
あ
り
ま
す
。
去
年

の
新
人
戦
は
、
女
子
団
体
は
東
信

大
会
へ
進
め
ま
し
た
が
、
男
子
団

体
は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年

は
男
女
と
も
に
東
信
大
会
へ
進
め

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

僕
は
剣
道
部
の
部
長
を
や
っ
て

い
ま
す
。
相
手
に
注
意
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
う
ま
く
部
員
を
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
去

団
体
戦
で
勝
ち
抜
く
に
は
今
の
ま

ま
で
は
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
練

習
内
容
な
ど
も
見
直
し
て
、
す
ご

く
き
つ
い
練
習
で
も
全
員
で
支
え

合
い
、
今
年
こ
そ
男
女
と
も
に
東

信
大
会
へ
進
め
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

田
中
小
の
輝
き

田
中
小
学
校
六
年

太お
お

田た

　
桂け

い

誠せ
い

北
御
牧

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

北
御
牧
中
学
校
二
年

赤あ
か

尾お

　
守ま

も
る

新
人
戦
に
向
け
て

北
御
牧
中
学
校
二
年

渡わ
た

辺な
べ

　
大だ

い

生き

　

9
月
11
日
、
祢
津
小
学
校
で
手
づ
く
り
の
土
俵
の
完
成
を
祝
う

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
土
俵
は
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
づ
く
り
を
目
的
に
、
同
校

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
祢
津
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
な
ど
で
つ
く

る
「
祢
津
っ
子
土
俵
づ
く
り
実
行
委
員
会
」（
別べ

っ

府ぷ

英ひ
で

宣の
り

実
行
委

員
長
）
が
中
心
と
な
っ
て
手
作
業
で
作
り
上
げ
た
も
の
で
す
。
8

月
30
、
31
日
に
は
、
同
校
の
児
童
や
保
護
者
ら
も
参
加
し
て
赤
土

を
固
め
る
仕
上
げ
の
作
業
を
行
い
、
完
成
に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
各
学
年
の
代
表
児
童
に
よ
る
相
撲
の
取
組
が
行
わ

れ
、
関
係
者
が
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

祢
津
小
学
校

手
づ
く
り
の
土
俵
が
完
成
！！

▲土俵作りのようす（₈月30日）

▲代表児童による相撲の取組
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国
・
県
・
市
町
村
・
学
校
・
企

業
等
の
人
権
同
和
問
題
に
関
す
る

工
夫
さ
れ
た
研
修
会
・
学
習
会
の

取
り
組
み
が
、
少
し
ず
つ
か
も
し

れ
な
い
が
、
差
別
解
消
に
向
け
て

成
果
を
上
げ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

最
近
の
人
権
同
和
問
題
に
関
係
す

る
新
聞
報
道
を
注
視
し
て
い
る
と
、

今
ま
で
よ
り
、
報
道
の
頻
度
や
記

事
量
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
の
人
権
に

対
し
て
の
考
え
方
・
姿
勢
も
以
前

よ
り
積
極
的
に
な
っ
て
き
た
よ
う

で
す
。
ほ
か
に
も
理
由
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
徐
々
に
国
民

の
人
権
感
覚
や
意
識
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
う
れ
し
く
思

う
こ
の
頃
で
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
が
期
待
す
る

ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が
な
く
な

ら
な
い
の
が
現
実
で
歯
痒
く
思
い

ま
す
。
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
あ
る
研
修
会
の
分
科
会
で
、

被
差
別
部
落
に
嫁
い
だ
Ａ
さ
ん
の

「
部
落
差
別
の
現
状
～
私
の
歩
ん

だ
道
～
」
と
い
う
講
演
を
お
聴
き

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
話
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
要
旨
は
次

の
通
り
で
す
。
被
差
別
部
落
に
嫁

い
だ
Ａ
さ
ん
は
、
何
も
わ
か
ら
な

い
ま
ま
部
落
差
別
の
現
実
に
直
面

さ
れ
ま
し
た
。
被
差
別
部
落
に
つ

い
て
子
ど
も
に
話
せ
る
か
、
ど
う

話
す
か
悩
み
、
い
ろ
い
ろ
な
差
別

を
子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
は
絶
対

遭
わ
せ
た
く
な
い
と
思
っ
た
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
幸
い
、
自
営
業
の

夫
が
生
活
を
支
え
て
く
れ
た
の
で
、

夫
に
代
わ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦

労
を
重
ね
な
が
ら
解
放
運
動
に
携

わ
っ
た
体
験
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
具
体
的
な
差
別
事
象

と
し
て
、
ま
ず
、
息
子
さ
ん
た
ち

の
結
婚
差
別
を
受
け
て
、
大
変
な

苦
労
を
さ
れ
た
事
例
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
に
至
っ

た
時
、
人
間
の
真
価
が
問
わ
れ
る

こ
と
が
実
感
的
に
理
解
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
か
つ
て
の
学
校
同
和

教
育
の
現
場
で
、
良
か
れ
と
思
っ

て
話
を
し
て
い
る
先
生
の
こ
と
ば

か
ら
、
被
差
別
部
落
出
身
の
生
徒

さ
ん
が
「
就
職
差
別
が
あ
る
か
ら
、

ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
無
理
だ
」

と
い
う
思
い
に
至
っ
た
こ
と
を
聞

い
て
、
Ａ
さ
ん
が
胸
を
痛
め
た
こ

と
も
紹
介
さ
れ
、
心
を
ゆ
さ
振
ら

れ
怒
り
が
込
み
上
げ
ま
し
た
。
部

落
差
別
を
受
け
、
悩
み
苦
し
み
な

が
ら
、
家
族
や
仲
間
を
守
り
、
差

別
を
な
く
す
運
動
に
全
身
全
霊
で

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
Ａ
さ
ん
の

考
え
方
・
生
き
方
に
大
き
な
感
動

を
覚
え
ま
し
た
。
当
事
者
の
Ａ
さ

ん
か
ら
直
接
お
話
を
お
聴
き
す
る

こ
と
が
で
き
て
「
知
る
」
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

人
権
問
題
の
中
核
に
あ
る
部
落

差
別
の
学
習
は
、
そ
の
実
情
や
実

際
を
理
解
す
る
こ
と
の
み
が
主
目

的
で
は
な
く
、
一
番
の
眼
目
は
、

学
習
や
研
修
を
通
し
て
、
己
の
人

権
感
覚
を
問
い
、
不
足
を
理
解
し
、

自
分
の
心
の
醜
さ
に
気
づ
き
、
自

己
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。「
知
ら
な
い
・
分
か
ら
な
い
」

を
自
覚
し
、「
事
実
を
知
る
努
力
」

を
し
、「
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
」
を
考
え
実
践
す
る
こ
と

の
大
事
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
い

ま
す
。

（125）

「
己
を
知
る
」
こ
と
か
ら

も
り
い
ず
み

か
ず  

お

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

森
泉

　和
雄

少年サッカー　東御JFC
友好都市東京都大田区の大会に出場！！

☆
き
の
こ
汁

�

●
材
料（
６
人
分
）

　

ナ
メ
コ........................

1
袋

　

エ
ノ
キ
タ
ケ..........

1
0
0
g

　

シ
イ
タ
ケ（
中
）.............

3
つ

　

ネ
ギ...........................

1
本

　

だ
し.....................

6
カ
ッ
プ

　

み
そ....................

大
さ
じ
3

●
作
り
方

①.

エ
ノ
キ
タ
ケ
と
シ
イ
タ
ケ
は
食

べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
る
。

②
ネ
ギ
は
小
口
切
り
に
す
る
。

③
鍋
に
だ
し
汁
、ナ
メ
コ
、エ
ノ

キ
タ
ケ
、シ
イ
タ
ケ
を
入
れ
て

加
熱
す
る
。
き
の
こ
に
火
が

通
っ
た
ら
み
そ
で
調
味
し
、ネ

ギ
を
加
え
る
。

④
器
に
盛
り
、お
好
み
で
七
味
唐

辛
子
を
か
け
て
も
よ
い
。

　少年サッカーチーム東御JFCが、8月24日に
「第30回大田区少年サッカーフェスティバル」
（大田区サッカー協会主催）に出場しました。
　東御 JFC は、多摩川緑地六郷グラウン
ドで大田区の２チームとリーグ戦を行い、
１勝１敗の成績で大会を終えました。選手
たちは大田区のチームとの交流に刺激を受
け、さらなる技術向上を誓っていました。

市報とうみ（2014年10月）21



第11回東御市
市民ゴルフ大会結果

第11回東御市 水泳大会結果

○Aクラス（グロス73〜90）
部　門 氏　名 グロス ハンデ ネット

優　勝 佐
さ

野
の

　恭
きょうじ

二 88 21.6 66.4

準優勝 富
とみ

澤
ざわ

　清
きよ

和
かず

73 3.6 69.4

第３位 出
いで

澤
さわ

　　彰
あきら

84 14.4 69.6

○Bクラス（グロス91〜98）
部　門 氏　名 グロス ハンデ ネット

優　勝 市
いち

川
かわ

　栄
えい

一
いち

92 21.6 70.4

準優勝 田
た

中
なか

　正
まさ

孝
たか

97 26.4 70.6

第３位 浦
うら

中
なか

　　忠
ただし

96 25.2 70.8

○Cクラス（グロス99〜131）
部　門 氏　名 グロス ハンデ ネット

優　勝 唐
から

澤
さわ

　良
りょういち

一 99 27.6 71.4

準優勝 石
いし

塚
づか

　政
まさ

温
はる

103 30.0 73.0

第３位 青
あお

木
き

善
ぜん

二
じ

郎
ろう

106 32.4 73.6

個　人	 （★：大会新記録）（敬称略）
種　目 氏　名 学校等 記　録

中学生 男子　　 100m自由形 若
わか

井
い

　拓
たく

巳
み

東部中 1分08秒19

中学生 女子 　　100m自由形 原
はら

田
だ

　真
ま

汐
しお

東部中 1分43秒06

一　般 男子Ａ 　050m自由形 美
み

齊
さい

津
づ

拓
たく

秀
ひで アクティブ

センター 25秒96

一　般 男子Ｂ 　050m自由形 小
こ

林
ばやし

　義
よし

春
はる アクティブ

センター 32秒84

一　般 女子Ａ 　050m自由形 藤
ふじ

澤
さわ

　亜
あ

希
き

一般 39秒09

小学生 ５年男子 050m自由形 金
かな

本
もと

　毬
まり

男
お

田中小 38秒43

小学生 ５年女子 050m自由形 寺
てら

西
にし

　　花
はな

田中小 50秒39

小学生 ６年男子 050m自由形 小
こ

林
ばやし

　悠
ゆう

仁
と

祢津小 42秒24

小学生 ６年女子 050m自由形 原
はら

田
だ

　佳
か

音
のん

田中小 ★　30秒10

小学生 ５年男子 050m平泳ぎ 金本　毬男 田中小 50秒99

小学生 ５年女子 050m平泳ぎ 小
こ

林
ばやし

　奈
な

央
お

祢津小 1分07秒15

小学生 ６年男子 050m平泳ぎ 小
こ

宮
み

山
やま

太
た

一
いち

滋野小 56秒69

小学生 ６年女子 050m平泳ぎ 原田　佳音 田中小 ★　42秒82

一　般 男子Ａ 　050m平泳ぎ 岡
おか

部
べ

　圭
けい

吾
ご

一般 38秒58

中学生 男子 　　100ｍ平泳ぎ 上
うえ

田
だ

　和
かず

希
き

東部中 1分23秒31

中学生 女子 　　100m平泳ぎ 竹
たけ

内
うち

　美
み

月
つき

東部中 2分05秒92

リレー	 （敬称略）
種　目 チーム名（選手名） 記　録

小学生6年
男子200mリレー

祢津小　　（小林悠仁・柳
やなぎ

澤
さわ

智
とも

久
ひさ

・
　　　　　　　齋

さい

藤
とう

拓
たく

夢
む

・小
こばやし

林　翔
かける

）
3分21秒97

中学生・一般
200mリレー

東部中OＢ （金
かな

本
もと

秀
ひで

駿
とし

・岡部圭吾・
　　　　　　　渡

わた

辺
なべ

一
かず

輝
き

・高
たか

森
もり

龍
りゅうと

斗）
2分01秒83

　8月24、25日の2日間にわたり、第11回東御市
市民ゴルフ大会が浅間高原カントリー倶楽部で開催さ
れ、総勢329 名の市民がゴルフを通じて親睦を深め
ました。

　8月30日、第11回東御市水泳大会が市民プールで開催され、
64名の参加者が力強い泳ぎでタイムを競い合いました。また、今
大会ではパラリンピック競泳金メダリストの成

なり

田
た

真
ま

由
ゆ

美
み

さんによる
模範泳も行われ、世界で活躍した選手の泳ぎを見ようと会場には大
勢の観客がつめかけました。

大会結果（新ぺリア方式）（敬称略）

《総合》

《シニアの部》（70 歳以上）	 グロス	 ハンデ	 ネット
　優勝　長

は

谷
せ

川
がわ

浩
ひろ

通
みち

	 （ 76　／	0 6.0 ／	70.0 ）

《レディスの部》	 グロス	 ハンデ	 ネット
　優勝　尾

お

崎
ざき

　政
まさ

子
こ

	 （ 83　／	012.0 ／	71.0 ）

《ベストグロス賞》	 グロス	 アウト	 イン
　1 位　富澤　清和	 （ 73　／	035　／	 038 ）
　2 位　小

こだいら

平　泰
たい

二
じ

	 （ 74　／	037　／	 037 ）
　3 位　武

む

舎
しゃ

　克
かつ

久
ひさ

	 （ 74　／	036　／	 038 ）

※同スコアの場合はハンディキャップが少ない方、年齢の上
の方が上位となります。

◀
水
中
に
跳
び
込
む
選
手
た
ち

▶	

成
田
真
由
美
さ
ん
に

よ
る
模
範
泳

▲始球式のようす
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図
書
館
へ
行
こ
う

東
御
市
立
図
書
館　

☎
64

−

５
８
８
６

10
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス【
く
だ
も
の
大
好
き
！
】

　

秋
は
お
い
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

◦
医
者
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た

　

実
は
す
ご
い
フ
ル
ー
ツ
の
力

宇う

山や
ま

　
恵け
い

子こ

：
著
　
講
談
社

◦
り
ん
ご
く
ん
が
ね
‥
。

と
よ
た
　
か
ず
ひ
こ
：
作
・
絵

童
心
社

館長のつぶ やき
　庁舎と庁舎別館、図書館に囲まれ
て中庭が広がります。５月に「おは
なしのとびらスペシャル」（FM サ
テライト放送）を行った場所で、天
候しだいでは、ベンチで昼食や休憩、
読書する姿を見かけます。ここに「シ
ナノグルミ」が１本あります。竣工
を祝った式典で植樹披露されてから
早２年。クルミも今年はたくさんの
実をつけました。外側の緑色の厚い
皮が熟して、中の堅い殻果がのぞい
た状態を「クルミが笑む」と言いま
す。秋の深まりを前に、今年もまた
市内のクルミが「笑む」ときを迎え
ています。
　ではまた次号で。

  

◆
新
着
本
案
内
◆

図
書
館 

Ｑ
＆
Ａ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
と
そ

の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。

図
書
館
に
学
習
室
は
あ
り
ま
す

か
？

　

図
書
館
2
階
・
研
修
室
1
を
、

調
査
研
究
や
学
習
に
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
1
階
ま
た
は
3
階
の
カ
ウ

ン
タ
ー
で
、
利
用
者
カ
ー
ド
を
ご
提
示

い
た
だ
け
れ
ば
席
札
を
お
渡
し
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
む
こ
と
は
出

来
ま
す
か
？

　

館
内
で
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
1
階
・
3
階
の
各
閲

覧
室
に
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
請
の
上
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
も

可
能
で
す
。

1
階
閲
覧
室
の
個
席
ス
ペ
ー
ス
が

気
に
な
り
ま
す
…
。

　

18
歳
以
上
の
方
な
ら
、
1
日
4

時
間
ま
で
調
査
研
究
・
学
習
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
お

試
し
く
だ
さ
い
。

◆
一
般
書

・
人
生
を
棒
に
振
る
ス
マ
ホ
・
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

…
…
久く

保ぼ

田た　

裕ゆ
た
か

・
小こ

梶か
じ　

さ
と
み
：
著

・
安
西
水
丸　

青
山
の
空
の
下

…
…
…
安あ

ん

西ざ
い　

水み
ず

丸ま
る

：
著

・
あ
っ
た
か
か
わ
い
い
手
編
み
の
ざ
ぶ
と
ん

…
…
…
主
婦
と
生
活
社
：
編

・
実
用
つ
み
く
さ
薬
効
料
理　

心
を
養
う
、

和
食
の
原
点
…
…
…
篠し

の

原は
ら　

準じ
ゅ
ん
ぱ
ち八
：
著

・
ソ
マ
リ
ア
の
海
賊

…
…
…
望も

ち

月づ
き　

諒り
ょ
う
こ子

：
著

◆
児
童
書

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
よ
み
が
え
る
里
山

…
…
…
宮み

や

垣が
き　

均ひ
と
し

：
作

・
イ
ノ
チ
ダ
モ
ン…

…
…
荒あ

ら

井い　

良り
ょ
う
じ二
：
作

・
し
ょ
う
て
ん
が
い
は
ふ
し
ぎ
ど
お
り

…
…
…
村む

ら

田た　

エ
ミ
コ
：
絵

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
ぷ
る
た
く
ん

…
…
…
鎌か

ま

田た　

歩あ
ゆ
み

：
作

・
い
え
で
を
し
た
く
な
っ
た
の
で

…
…
…
ド
リ
ス
・
バ
ー
ン
：
絵

QQ AAA Q

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 ❻ 7 8 9 10 11
12 13 � 15 16 17 18
19 � � � � 24 25
26 � 28 29 30 31

10月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

開館時間	 平日／9:00〜18:30
	 土・日・祝日／9:00〜17:00
10月20日～23日は特別整理期間の
ため休館となります。
休館日及び夜間は図書館入口₂カ所
にある返却ポストをご利用ください。
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わ
た
な
べ

し
ん  

や �

　

皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
に
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
ま
す
か
。

　

お
手
伝
い
に
は
指
先
を
使
っ
た
細
か
い

動
作
に
、
腕
と
脚
の
協
応
動
作
、
か
ら
だ

の
バ
ラ
ン
ス
を
必
要
と
す
る
動
作
、
さ
ら

に
は
道
具
を
用
い
る
動
作
な
ど
様
々
な
動

き
が
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
は
異

な
る
動
作
や
仕
草
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

お
手
伝
い
は
幼
少
年
期
の
か
ら
だ
の
発
達

に
は
も
っ
て
こ
い
の
活
動
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
手
伝
い
は
日
常
生
活
に
必
要

な
技
術
や
知
識
を
身
に
つ
け
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
お
米
を
研
ぐ
、
刃
物
で

野
菜
を
切
る
、
テ
ー
ブ
ル
を
拭
く
、
お
皿

を
並
べ
る
、
お
皿
を
洗
う
な
ど
の
日
常
生

活
で
当
た
り
前
の
こ
と
は
、
誰
も
が
幼
少

年
期
に
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

徐
々
に
身
に
つ
け
て
き
た
も
の
な
の
で
す
。

　

お
手
伝
い
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
能
力
を

伸
ば
す
た
め
に
、
保
護
者
の
方
に
実
践
し

て
い
た
だ
き
た
い
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
大
人
と
比
較
し
て
効

率
が
悪
く
て
も
、
辛
抱
強
く
、
気
長
に
子

子
ど
も
の
元
気
な
育
ち
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い「
か
ら
だ
を

動
か
す
」こ
と
の
必
要
性
�

ど
も
と
接
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
子
ど

も
の
能
力
に
適
し
た
仕
事
を
与
え
、
上
手

に
で
き
な
く
て
困
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

決
し
て
怒
っ
た
り
、
手
出
し
を
し
た
り
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
お
手
伝
い

を
し
た
く
て
た
ま
ら
な
い
の
で
す
。
手
間

が
か
か
っ
て
も
様
子
を
見
守
り
、
自
ら
や

ろ
う
と
す
る
意
欲
を
削
が
な
い
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
お
手
伝
い
を
し
て
く

れ
た
時
は
、
思
い
切
り
ほ
め
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。「
手
伝
っ
て
も
ら
い
助
か
っ
た
」

「
上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
」
と

い
う
言
葉
を
か
け
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は

有
能
感
を
持
ち
、
ま
た
や
っ
て
み
よ
う
と

い
う
意
欲
も
で
て
き
ま
す
。
お
手
伝
い
が

評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て

は
家
族
の
一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
た
と
い

う
喜
び
に
な

り
、
さ
ら
に

は
心
身
と
も

に
自
立
し
よ

う
と
す
る

き
っ
か
け
に

も
な
る
の
で

す
。

お
手
伝
い
で
か
ら
だ
を
動
か
す

引
用
文
献
：
日
本
発
育
発
達
学
会
編（
2
0
1
4
）

『
幼
児
期
運
動
指
針
実
践
ガ
イ
ド
』
杏
林
書
院

〈
事
例
〉

　

留
守
番
し
て
い
た
夫
が
、
突
然
「
健
康

食
品
の
試
供
品
を
届
け
る
の
で
お
試
し
に

な
り
ま
せ
ん
か
」
と
の
電
話
を
受
け
た
。

代
金
の
話
は
一
切
な
か
っ
た
し
、「
試
供

品
」
な
ら
ば
無
料
だ
と
思
い
、
承
諾
し
た
。

数
日
後
、
10
日
分
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
送

ら
れ
て
き
た
の
で
、
開
封
し
飲
ん
で
み
た
。

後
日
、
ち
ょ
う
ど
全
部
を
飲
み
終
わ
っ
た

と
こ
ろ
に
５
０
０
円
ほ
ど
の
請
求
書
が
届

い
た
。
有
料
な
ら
申
し
込
ま
な
か
っ
た
の

で
代
金
を
支
払
い
た
く
な
い
。

　

心
配
な
場
合
は
、
市
民
課
生
活
環
境
係
、

ま
た
は
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
民
課
生
活
環
境

係
で
は
、
火
〜
金（
祝
日
除
く
）の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
専
門
の
消
費

生
活
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
突
然
健
康
食
品
の
試
供
品
を
送
る
と
電

話
が
あ
り
、
無
料
だ
と
思
っ
て
承
諾
し

た
ら
代
金
を
請
求
さ
れ
た
、
と
い
う
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
業
者
が
有
料
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り

と
説
明
せ
ず
に
、「
試
供
品
」「
お
試
し
」

「
サ
ン
プ
ル
」
な
ど
の
言
葉
で
消
費
者

に
無
料
だ
と
思
い
込
ま
せ
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
無
料
で
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
試
供
品
が
無
料
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
後
商
品
購
入
の
勧
誘
が
続
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
試
供
品
の
送
付
を
も
ち

か
け
ら
れ
た
と
き
は
、
自
分
に
と
っ
て

本
当
に
必
要
な
の
か
を
よ
く
考
え
て
判

断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
心
当
た
り
が
な
い
場
合
は
、
安
易
に
支

払
い
を
せ
ず
、
消
費
生
活
相
談
員
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◦
市
民
課
　
生
活
環
境
係

　
☎
64

－

５
８
９
６

◦
消
費
生
活
相
談
員
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
９
０

－

５
５
８
０

－

１
７
０
２

　
※
火
～
金
（
祝
日
除
く
）
の
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

◦
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
27

－

８
５
１
７

回

答
健
康
食
品
の
試
供
品
送
り
ま
す

無
料
じ
ゃ
な
い
の
!?

『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』
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②
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

　

運
動
や
家
事
な

ど
の
身
体
活
動
は

大
腸
が
ん
の
リ
ス

ク
を
下
げ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

③
飲
酒
と
喫
煙
は
控
え
ま
し
ょ
う

　

ア
ル
コ
ー
ル
と

喫
煙
は
多
く
の
種

類
の
が
ん
の
リ
ス

ク
を
上
げ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

9
月
19
日
、
市
と
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
（
唐か

ら

澤さ
わ

光み
つ

章の
り

会
長
）
の
共
催
で
、
平

成
26
年
度
金
婚
祝
賀
式
を
中
央
公
民
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
昭
和
40
年
以
前
に
結
婚
さ
れ

た
30
組
の
ご
夫
婦
が
出
席
さ
れ
、
花
岡
市

長
と
唐
澤
会
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
慶
祝
状

と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

金
婚
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
星ほ

し

合あ
い

孝た
か

史し

さ
ん
（
西
宮
）
は
、「
市
が
発
足

し
て
10
周
年
の
節
目
の
年
に
金
婚
式
を

祝
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
不
思
議
な

巡
り
合
わ
せ
」
と
語
り
、
喜
び
と
感
謝
の

意
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
代
人
に
多
い
腸
の
病
気
と
い
え
ば
、

大
腸
が
ん
で
す
。
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
方

の
う
ち
、
大
腸
が
ん
は
女
性
で
最
も
多
く
、

男
性
で
も
3
番
目
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
内
で
は
、
動
物
性
脂
肪
を

消
化
す
る
際
に
大
量
の
胆
汁
が
分
泌
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
一
部
が
腸
内
細
菌
に
よ
っ

て
酸
化
さ
れ
て
、
発
が
ん
物
質
と
し
て
働

く
二
次
胆
汁
酸
へ
と
変
化
し
ま
す
。

　

日
本
人
の
食
生
活

の
変
化
に
よ
り
、
動

物
性
脂
肪
の
多
い
肉

や
そ
の
加
工
品
な
ど

の
摂
取
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
こ
の
こ
と

が
日
本
人
の
大
腸
が

ん
を
増
加
さ
せ
て
い

る
原
因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
食
物
繊
維
を
摂
り
ま
し
ょ
う

　

食
物
繊
維
は

便
の
量
を
増
や

し
、
発
が
ん
物

質
の
排
出
を
促

進
し
ま
す
。
毎

日
野
菜
や
き
の

こ
な
ど
を
食
べ

ま
し
ょ
う
。

瀬
せ

在
ざい

直
なお

美
み

　保健師

が
ん
死
因
ト
ッ
プ
３
に
大
腸
が
ん

大
腸
が
ん
予
防
の３

つ
の
心
が
け

生
き
活
き 

長
生
き

　
　
　

健
康
と
う
み 

❼

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

連載
シリーズ40

歳
以
上
の
皆
さ
ん

〝
大
腸
が
ん
検
診
〟は
お
済
み
で
す
か
？

大
腸
が
ん
は

な
ぜ
増
え
て
い
る
の
か
？

死亡率の高いがん（部位別）
の上位5つ

男 女

1位 肺 大腸
2位 胃 肺

3位 大腸 胃

4位 肝臓 すい臓

5位 すい臓 乳房

※平成26年「我が国の人口動態」
（平成24年までの動向）厚生労
働省より　

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、

年
に
1
回
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

大
腸
が
ん
検
診
は
と
て
も
簡
単
で
、
市
内

の
医
療
機
関
で
予
約
な
し
で
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

さ
ら
に
大
腸
が
ん
検
診
と
併
せ
て
特
定

健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
と
、「
ず
く
だ

す
ポ
イ
ン
ト
」
が
ゲ
ッ
ト
で
き
ま
す
。
ま

だ
お
済
み
で
な
い
方
、
さ
あ
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

	

年
に
１
回 

必
ず
受
け
よ
う

〝
大
腸
が
ん
検
診
〟

▲野菜は1日当たり350gを目安に

▲慶祝状と記念品の贈呈

い
つ
ま
で
も
仲
良
く
お
幸
せ
に

金
婚
祝
賀
式
を
開
催

市報とうみ（2014年10月）25



〈広告欄〉

まるごと生活百科

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

10月の納税 （納期限 10月31日）

◦市県民税（普通徴収）（3期）
◦国民健康保険税（普通徴収）（5期）
◦後期高齢者医療保険料（普通徴収）（4期）
◦介護保険料（普通徴収）（4期）

●詳しくは東御消防署まで　☎62－ 0119
住宅用火災警報器を設置しましょう!!

平成26年 8 月 平成25年 8 月
最高気温 36.0℃（ 1日） 37.5℃（10日）
最低気温 17.6℃（29日） 15.4℃（26日）
平均気温 24.4℃ 25.7℃
平均湿度 72.3％ 69.3％
降 水 量 110.0㎜ 117.0㎜

市内交通事故統計 　8月分
平成26年 8月31日現在

当月分 累計（注1） 前年比
件 　 数 12件 103件 ＋10件
傷 　 者 17名 121名 ＋02名
死者（注2） 00名 001名 −01名

こちら119（東御消防署）
＝ 8月の火災・救急件数＝

火災 0件 （14件）	 救急 120件 （830件）

カッコ内は平成26年1月からの累計

（注1）平成26年1月からの累計　（注2）事故発生後24時間以内の死者数

税のワンポイントアドバイス

●問い合わせ先
　税務課　資産税係	 ☎62－1111（代表）

土地・家屋の所有者が
亡くなった時は…

　固定資産税の納税義務者である私の夫が平成 26
年₈月に亡くなったのですが、どのような手続きを

すればよいでしょうか。

　固定資産税の納税義務者とは、基本的には土地・
家屋の登記名義人のことです。そこで、所有者が

亡くなったときには、法務局で相続登記の手続きを行い、
登記名義人の変更をします。相続登記が平成 26 年中
に完了すれば、翌年度から新たな登記名義人の方に課
税されます。
　また、相続登記が平成 26 年中に完了しない場合に
は、亡くなられた方に代わり、固定資産税の納付をす
る代表者を相続人の中から決めていただくことになりま
す（納税義務は法定相続人の方全員が連帯して負いま
す）。年末までに相続登記が完了していない方には、上
記の代表者を決めていただく「相続人代表者指定届出
書」を送付しますので、提出をお願いします。

　今年の残りの納期分の固定資産税はどのように
納めたらよいでしょうか。

　亡くなられた方が納付書で現金納付していた場
合は、残りの納付書を使って相続人の方に納めて

いただくことになります。なお、納付書が見当たらない
場合には再交付も可能です。
　また、口座振替の場合は、亡くなられた方名義の口
座が登録されていると引き落としができないことがあり
ますので、すみやかに下記へお知らせください。	
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〈広告欄〉

3
号
被
保
険
者
（
第
2
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）」

か
ら
「
第
1
号
被
保
険
者
（
国
民

年
金
加
入
者
）」
へ
ご
自
身
で
切

り
替
え
る
手
続
き
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

厚
生
年
金
保
険
加
入
者
が
転
職

し
て
、
引
き
続
き
健
康
保
険
（
協

会
け
ん
ぽ･

健
康
保
険
組
合
等
）

及
び
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業

所
に
勤
務
し
た
場
合
、
そ
の
被
扶

養
配
偶
者
と
な
っ
て
い
た
方
は
、

条
件
を
満
た
せ
ば
再
び
被
扶
養
配

偶
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

健
康
保
険
（
協
会
け
ん
ぽ･

健

康
保
険
組
合
等
）
及
び
厚
生
年
金

保
険
に
加
入
し
て
い
る
被
保
険
者

（
第
2
号
被
保
険
者
）
が
適
用
事

業
所
を
退
職
し
て
自
営
業
者
等
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
医
療
保
険
は

国
民
健
康
保
険
等
へ
、
年
金
保
険

は
国
民
年
金
へ
切
り
替
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、そ
の
被
扶
養
配
偶
者（
第

2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
）
と
な
っ
て
い
た
方
は

国
民
健
康
保
険
等
へ
の
加
入
手
続

き
と
併
せ
て
、
国
民
年
金
を
「
第

こ
の
場
合
、
適
用
事
業
所
を
通
じ

て
健
康
保
険
の
被
扶
養
配
偶
者
と

国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
と
な

る
た
め
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
小
諸
年
金
事
務
所

　
☎
０
２
６
７

－

22

－

１
２
３
４

　
市
民
課
　
国
保
年
金
係

　
☎
62

－

１
１
１
１
（
代
表
）

ご 芳 志
　ご寄附いただき、ありがとうござい
ました。厚くお礼申し上げます。
（平成26年8月に寄附をいただいたも
のです。）

〈ふるさと寄附金〉
◦中村　博喜　様　（現金50,000円）
◦春原　由妃　様　（現金30,000円）
◦髙澤　一夫　様　（現金20,000円）
◦金井　浩一　様　（現金10,000円）
◦猪熊　一生　様　（　　   〃　  　）
◦木下　　純　様　（　　   〃　  　）
◦奈良　雅裕　様　（　　   〃　  　）
◦南端　理伸　様　（　　   〃　  　）
◦藤山　修司　様　（　　   〃　  　）
◦大内　信光　様　（　　   〃　  　）
◦唐沢　安泰　様　（　　   〃　  　）
◦小林　靖正　様　（　　   〃　  　）
◦荻　　敏秋　様　（　　   〃　  　）
◦南山　和也　様　（　　   〃　  　）
◦吉岡　俊樹　様　（　　   〃　  　）
◦匿名希望　　様（43名）
　（現金50,000円×1名、　10,000円×
42名）

　公表については、同意をいただいた方
のみ掲載しています。

●問い合わせ先
　企画財政課　財政係　☎ 64 － ５９０１

国
民
年
金
ア
ド
バ
イ
ス

転
職･
退
職
し
た
と
き
の
手
続
き

夫が転職･退職したときの妻の手続き

夫が
転職･退職する前の
妻の加入制度

夫が適用事業所に転職した場合
(健康保険･厚生年金に加入) 夫が

適用事業所に
勤務しない場合

妻が
被扶養配偶者に
なれる場合

妻が
被扶養配偶者に
なれない場合

保
険
健康保険の
被扶養配偶者

健康保険の
被扶養配偶者 国民健康保険等 国民健康保険等

年
金
国民年金
第₃号被保険者

国民年金
第₃号被保険者

国民年金
第₁号被保険者

国民年金
第₁号被保険者

QRコード配信情報
市内火災情報、災害情報、
不審者情報など

tomi_ jh@eml.city.tomi.nagano.jp
登録をご希望の方は、下記のメールアドレスへ空メールを！
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ートピックスー　地域の話題

　₈月23、24日の₂日間にわたり、新潟県上越市名立区の児童が
北御牧地区を訪れ、北御牧地区友遊クラブの児童と共に芸術むら
公園でキャンプを行って交流しました。
　このキャンプは、約20年にわたり交流を続ける両地域の恒例行
事で、₇月には「海の交流会」として同クラブの児童が名立区を
訪問し₁泊₂日のキャンプを行っています。
　「山の交流会」として北御牧地区で行われた今回のキャンプで
は、肝だめしやマレットゴルフ、トウモロコシの収穫体験などを
して、児童たちは夏休みの思い出をつくっていました。

　₉月₆、₇日の₂日間にわたり、市内産のワインや料理を楽
しむイベント「東御ワインフェスタ」が開かれました。
　この催しは、市内のワイナリー₃社のオーナーらでつくる
東御ワインクラブ（玉

たま

村
むら

豊
とよ

男
お

会長）が主催したもので、今年か
ら初めて₂日間の開催となり、両日で約1,200人が来場しました。
　来場者はメイン会場の市文化会館駐車場を起点にバスで市内
のワイナリーなどを巡ってワインを飲み比べたほか、夕刻には
同駐車場でワインを片手に地元の食材を使った料理やジャズコ
ンサートなども楽しみました。

　₈月30、31日の₂日間の日程で、東御清翔高校の文化祭「舞台が
丘祭」が開催されました。
　第50回の節目を迎えた今年のテーマ「Fly」には、高い目標を目指
してとび上がり、生徒一人ひとりが成長できるようにとの願いが込
められています。
　文化祭の期間中には、各クラスや部活動、委員会等による展示と
ステージ発表が公開されたほか、軽食を提供する模擬店も設けられ、
校内は生徒の保護者や地域の皆さんで大いににぎわいました。

　₉月₇日、「第57回中部日本吹奏楽コンクール」の県代表校を決める
大会が伊那市で開催され、市内の古

ふる

越
こし

若
わか

菜
な

さん（中八重原）と吉
よし

田
だ

彩
あや

美
み

さ
ん（田中）が所属する上田東高校吹奏楽班が、高校小編成の部で金賞を受
賞し、10月₅日に滋賀県彦根市で開催される本大会への出場を決めました。
　₉月18日には₂名が花岡市長を表敬訪問し、班長でテナーサックス担
当の古越さんは「₃年生が引退してから大会までの₃週間必死に練習し
た。表彰式で名前を呼ばれた時はうれしかった」と県大会を振り返り、
アルトサックス担当の吉田さんは「明るさや誠実さを音に出したい」と
本大会への抱負を語りました。

東御清翔高校 舞台が丘祭
第50回の節目を祝い 盛大に開催！！

市内の高校生2名
中部日本吹奏楽コンクール出場へ

秋空の下　地元のワインと食材に舌鼓
東御ワインフェスタ開催！！

北御牧・新潟県上越市名立区
両地域の児童がキャンプで交流

▲ワインを求めて大勢の人でにぎわう市文化会館（₆日）

▲文化祭の幕開けを告げる恒例の風船飛ばし

▲表敬訪問に訪れた古越さん（中央左）、
吉田さん（中央）、顧問の髙野浩志さん（中央右）

▲トウモロコシ畑の前で記念写真
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ートピックスー　地域の話題
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・
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・
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「
児
玉
家
住
宅
」
一
般
公
開

　敬老の日の₉月15日、恒例の「北御牧地区敬老会」（実
行委員会主催）がふれあい体育館で開かれました。
　同地区の70歳以上の高齢者が招待された今年は約100名
が出席し、和やかな雰囲気の中、食事をしながらステージ
で披露される民謡や落語などの演芸を鑑賞しました。この
日、一番盛り上がったのは、むかし遊びの会によるお手玉
遊びで、出席者は配られたお手玉を手にし、童心に帰った
ような表情で音楽に合わせてなつかしい遊びを楽しんでい
ました。

　₉月20、21日の₂日間にわたり、「第
23回巨峰の王国まつり」（実行委員会主
催）が開催され、会場の東御中央公園は
特産の巨峰を買い求める人で大いににぎ
わいました。
　芝生広場の特設ステージでは、FM長
野の公開生放送やアイドルグループによ
るパフォーマンス、さらには友好都市の
東京都大田区から駆け付けた「くすのき
連」の皆さんによる阿波踊りなどが披露
され、来場者の目を楽しませていました。

北御牧で恒例の敬老会
地区全体で長寿を祝う

▲なつかしいお手玉遊びに笑みがこぼれる

▲巨峰の無料配布（20日）

▲ FM長野の公開生放送（20日）

▲にぎわう巨峰の販売コーナー（21日）

▲大田区くすのき連のステージ（21日）

第23回
巨峰の

王国まつり
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します！ 私たちの活動紹介
市 報

人の動き
（ 9月１日現在）

世帯数
11,717世帯（＋8）

総人口
30,981人（−9）

男 15,296人（＋ 2）
女 15,685人（−11）

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

転入	 71人
転出	 68人
出生	 19人
死亡	 30人
その他	 1人減
※カッコは前月対比

●	

発
行
／
長
野
県
東
御
市

	

〒
３
８
９
―
０
５
９
２　

長
野
県
東
御
市
県
２
８
１
―２

●	

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
６
８（
64
）５
８
０
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
８（
63
）５
４
３
１

●	E
-m
ail shiho-tom

i@
city.tom

i.nagano.jp

●	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.tom

i.nagano.jp/

●	

編
集
／
東
御
市
総
務
部
企
画
財
政
課  

●
印
刷
／
㈱
ア
オ
ヤ
ギ
印
刷

平成26年
10月1日発行

　今回は、行政広報誌の音訳サービスなどを通じて
視覚障がい者の支援に取り組むボランティア団体の
紹介です。

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）と
させていただきます。

　当会は30年近い歴史を持つボランティア団体で、前身の
「朗読奉仕の会」は昭和60年に社会福祉協議会の提案に賛
同する市民によって立ち上げられました。以後、何度か名
称を変え、平成18年に現在の名称「りらの会」になりました。
　主要な活動は、視覚障がい者向けの行政広報誌の音訳
サービスです。昭和63年のサービス開始から今日に至るま
で、視覚障がい者の方には市の動きを知る重要なツールと
して活用いただいています。このほか、自宅訪問による読
み書き支援や、要望のあった書籍などの音訳も行い、長年
にわたり利用者の皆さんとの親しいお付き合いが続いてい
ます。

設立の経緯と主な活動

　音訳を行う上で最も大変なことは、図表の内容を利用
者の立場になって的確な文章表現で伝える作業です。と
りわけ、写真は視覚的に得られる情報が多く、その雰囲
気や執筆者が伝えようとしていることなどを汲み取って
音訳していきます。
　また、行政広報誌の情報はできる限り早く利用者の皆
さんへ届けなければなりません。毎月2回発行される市
報の活字情報を迅速かつ的確に音声に換えるために、研
修会に参加してスキルアップに努めています。

利用者の側に立った音訳を…

編

集

後

記

▼
先
日
、
市
民
の
方
か
ら
匿
名
で
電

子
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内

容
は
、
毎
年
9
月
号
に
掲
載
し
て
い

る
市
民
ま
つ
り
の
記
事
に
、
お
住
ま

い
の
区
の
踊
り
連
が
一
度
も
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
ご
不
満

の
声
で
し
た
。
▼
故
意
に
特
定
の
踊

り
連
を
掲
載
か
ら
外
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
結
果
的

に
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
、
編
集
担
当
者
と
し
て
残
念

な
こ
と
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
ご
意
見
を

い
た
だ
け
た
こ
と
で
、
市
報
と
う
み

に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
や

関
心
の
高
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
▼
誌
面
づ
く
り

で
は
、
常
に
市
民
の
皆
さ
ん
を
主
役

に
置
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
が
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
を
当
て
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

	

（
市
報
担
当　

大
塚
）

会長　澤
さわ

田
だ

　澄
すみ

子
こ

さん（芸術むら）

No.7

　市では、市内で地域づくりやボランティア活動を行う市民活動団体を市ホームページで紹介しています。
　登録をご希望の団体は、ホームページから申請書をダウンロードし、必要事項を記入、押印の上、下記へ
提出してください。
●問い合わせ先　地域づくり支援室　☎71－6790 東御市　市民活動団体 検索

りらの会

エフエムとうみ 78.5MHz

毎週木曜日
◦午後 4時～
　　午後 4時 55 分

『市民情報広場』

市政・暮らしの情報を
分かりやすくお伝えします

市 民 活 動 団 体 登 録 制 度 の ご 案 内

▲利用者の皆さんとの交流会にて

▲研修会のようす


